
1962，8丿 （毎月1日発行） （1部2円） 市政大野 （昭和34年9月16日第5種郵便物認可） 第98号 （1）

‘
ぶ 失三野

　　

発行

福井県大野市役所

電話（代）6－3600

　　

編集

総務課広報係

印刷松浦印刷所

7
月
の
人
口
の
勣
き

出生男19女27計46

死亡〃10〃】6〃26

転入川19川29，e・・248

転出（川り40／／251

　

世帯9．314

人口45．323
男21．790

女23．533

お
も
な
こ
と
が
ら

【1面】△森広市長

再選と36年度決算

状況∴尚聘中学校

碑2期L事竃成△

県下消卜噪よ几公

に樫勝フゾ悩切イ！ミ

【2面】ム広瀬さん

松田さんから贈物

△ダ、呂師高吟、に観

光’ヽウ．y：、おしら

せ△福祉年金の降

給

森
広
市
長
が
再
び
当
選

市
議
補
欠
選
挙
は
無
投
票

　

7月18日告示以来外戦を続けた市民選挙は29日投7、則

日開門の∩囃、場内長が再び肖選、続けて市政を担当する

ことになりましたっなお市議補欠選、こは衛野し一誰氏ぐ51）

が賊将叩鰯釦ゴした。、拗門結児は大要恚のとおりです、、

選挙当日の有権者数26．643男12．297：な区14j46

当日の投票者数23．578男10．79］セ！2，737

投票率88．50％町87．75％女89j3％

　　

有功良回数23．482無効nV歓％

就任のあいさつ

　

再び市二幸担当

するに当り、心か

ら皆さんのご支援

々感謝いたします

　

選挙巾のお約束

を梁たすかめに、

これからの4年間を市政に献牙してま

いりたトと失意シ新たにしております

　

グ．’冶．巡こもまた財政的にもトろX，ヽろ

のj難は予想されるところてあります

が、常に皆さんのご理解とごtぺりをお

願いして、明るく豊かな人野市のず現

を期して共々精進してまトりたいとご

願いたしております．

　

伸鍵rる社会の門勢二おくれなトよ

う、地域の特性を十分もりこんて、本

当に住みよい郷上をつくるため、一回

のご支援とご協ノJをお願トトたします

1人当りの事業費は1万3千円

36年度の決算状況

　

％年ltのー・駄全計雪入巌出決算状況

ヵにのはどまとまりました。

　

これによりますと今入総細は6慰2ト・

557j了千円、歳出合計が5氾9ヤ290万3

F・円で、差引2r765町円のヤヤ財政と

なっています、

5ねnsiv．t＾u余俳叫り1の9借9r4∩∩五

らこ：七べ約3fぶこなっており、6噫円に

のぼる財政の姿jl、そのまま市の竃頂

をあら柚しています。

　

そ；・；工な内容は、、茂7、では市税の1

億Bで6％万円で岡本び）約3■mをしめ、

次に地々女竹片の□む900万円で全体の

1割7分．そムノド司礼レ：出金の8ト491

万円、市債の61’・9Bナバの噸となって

トますっ

　

紺土ぐごこますと丿費的経費が1億7

千493’；’’、て示ぱの約3割、これは人件

費Jバ泣ト∩46丿円上物件費の6ri47

万肖てす、

　

次に投資的経費は2竹。5t’－458万ドドで

：！”■＊の4．’彫分になっています。

　

これは災害曳旧、り介、学位の娃設

丿路の改艮などにっかわれたものです

　

その他、ご屈費の吋・583万円、貨肘

金の4千278万円などとなっています。

　

このように36年度中に市で使った、忿

を市民1人当りにしてみると1万3千274

円に。なり、税金では4r・185円平だごJとな

ります。

　

これは税金でI人当り4ri85川納め

ていただき、1：万3千274にドド均の事茉

を行っだことになります。

陽光におどる若人

優勝は下庄地区

総合体育大会

　

鴇5回大野市総糾本育大会は7月22［1

ぐ終3校と下限出張所で、者地卜の青

年日に乱婦人会昌および‥り市民など

約5計汀机、ド、緋、聯

jず。・、柔心の浴師山こわたうて、黙幟

力迎1間され、総台成績では下庄地区が

優Iし、2心小山、3泣。富田となりました

（yy真日よ青年ぽ女子の排球決回戦。

　

す対汗

尚徳
中学校 第2期工事が完成

　

尚徳中学校の新築第2期工事は。昨

年1（：円末に工費2．456万5f円で着工、

このほど鉄舅コンクリート2階建一陳

（建坪937他方メートル）が完戎しまし

た。

　

この校舎は職員案、校長窄、保継室

などの管理室とL司書、音楽、□画の特

別教宣です。

　

同校は五箇、阪谷、富田3校の統合

中学校として、35年jKから琳続窄業で

総rfi＼fji＼イj円で吉F、工ljが⊇。り；

れているものです。

これまでに、12の汗通教示と3つの特

別教室、職心願や校長穴などの管月ty

が完成しましたっ

　

第3期工事も近く着工することにな

り、普通教室3底と、特別教室3竃が明

二に．は’l成する予

七万引ヅjき、講堂

7采六給長宇の

碓泉う・．庁工ごれ、

認T延中に七丿11

が完穴し、名゛j－；ii：

二県下一の統合中

学に々ります．

アホナコ・チャノ

あほなこっちや／

　　　　

コレラ発生

にホしごらん、たからとうちゃ

んはふだんからバナナは買わな

いんだよ二

　　　　　

－″友サラリーマンー

県下消防操法大会

動力ポンプで優勝

　

第12回福μ県イ丿口箭法競りン大ぶ；は7

月17日了毛9峙から何終中学ジ：侑ぐ庭で

熊谷県消仙｜砲会長ら約300かりドヤ川し

て盛大にま百なわれました。

　

二の大会に：友、県下ろ地二から選出

された閉鎖2Bチームが／不亡ヽに競八万展

開し、’ぶた刀結‘4トJヽ影ユドバしプの部

で大野市がで・Q誤っ

　

自獄車ポンプても4泣とこれまでに

ない成績を収めました。

　

成績は次のとおりです。

　

自動車ポンプの部

　　　　　　

164一一ムなりJ

　

1聾排尼羽町

　

2位丿原町

　

3位宮崎村

　

ぐ立大野市

　

5位敦賀市

小型動力ポンプの

　

部

　

12チームT参加

　

優辨大野市

　

2位志比村

　

3位宮崎村

　

4位小浜市

　

5位和泉村

　

（写真は大会長より優勝旗を受ける大

野市の代表）

学校プール第1り‘

にぎわつたプール開き

　

有終中学校戸に設置された学校”－

ル碑1号のフ’－ル閃きに、7月25日zi後

1特から、市F／をぱじめPTAの方な

ど関係ざタ・数が出瓦レΞ盛七こおこな

われました。

　

このロ、県欠水連川、水泳協言から

県下のべ丿・・6片力；特別y加し、水

府硫cアバy範帽長恨有中上波との吋坑！フ

レーなどがおこなわれ、岑赳者のかつ

さいをふびました。

　

同プーバよが休人中、町紆3咬の生

徒が1日ずつ交代て使用することにな

っていますっ

　

たお他こり叶Fつ市内の巾学柘に設

置すこご子，レごT卜，

　

い自万≒よに・yわバケツ一片開き）

こんごの台風予報

　

7月T旬までのy驚呼湧わこよると、

福井県地尽ここれから接近または通世

すると思われる祉ハよaぽ人のように

予想されます。

　

8月。ば庖ぎにはにがイ八接近の恐

れがあります。9爪こ中旬と月。十頃に

1ヽ2113（7ゾに八がll陸または接近する傾

向が多、りますっ10月は本邦ソ岸を通過

するものが多いでしょう。

　

毎年わかし咄こ、製する七’面、は4～6個

位で、ll陸こそしないか接所するもの

にヤ）てはその約2倍の7ヽ12恍位に達

します。このうち福井県地力に接近す

るものや通過するものは2～4個位です

　

台’脈の発半数は1ヵ年に約30～45柚1

位ごブロ野球のホームランダービーの

記録とほほ同じ位か。わずかに下廻る

程度です。（大野λ象通報所）

風．見実●

▼
暑
い
暑
い
と
言

レ
つ
っ
も
、
「
七

月
に
入
っ
て
越
路

の
a
c
’
さ
が
な
」
の

よ
う
に
、
八
月
に

も
な
れ
ば
朝
夕
を
渡
る
風
の
音
も
心
な

し
か
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
。
▼
早

稲
田
の
稲
穂
は
土
用
の
日
射
を
満
喫
し

て
、
十
分
な
同
化
作
用
の
営
み
を
果
し

た
。
一
時
案
じ
ら
れ
た
病
虫
害
の
被
害

も
峠
か
ふ

よ
う
で
あ
る
。
▼
と
こ
ろ
が
静
か
な
海

に
も
七
用
の
三
角
波
が
立
h
始
め
る
と

す
で
に
似
帯
性
低
気
4
は
発
達
し
て
台

風
と
な
る
。
す
で
に
第
九
号
、
第
十
号

を
数
え
て
ト
る
。
▼
昔
か
ら
こ
の
台
風

は
に
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
た
が
、
そ
れ
で

も
わ
れ
わ
れ
祖
先
た
ち
は
秋
の
以
物
詩

に
し
た
、
「
野
分
き
に
と
詩
に
ょ
み
人

聞
か
自
以
の
暴
威
に
甘
ん
じ
な
が
ら
も

そ
れ
に
打
ら
糾
勺
努
力
を
≒
八
い
続
け

八
に
し
か
し
こ
の
乱
風
に
よ
る
鴎
実
の

被
申
‥
は
、
近
年
は
ま
こ
と
に
著
し
い
も

の
が
ゐ
る
。
人
災
と
の
’
べ
あ
き
ら
め
る

の
に
ぱ
、
ト
さ
さ
か
酷
す
￥
』
る
の
で

あ
る
、
引
一
巾
豪
巾
と
暴
以
に
は
さ
ま
れ

た
せ
ま
い
川
土
は
、
ぞ
た
ず
た
に
寸
断

さ
れ
た
り
す
る
。
せ
っ
か
く
の
豊
作
も

こ
の
植
威
の
前
に
は
剛
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
運
回
さ
え
も
っ
て
い
る
。
▼
し
力

し
こ
の
よ
う
な
自
代
の
暴
威
で
も
、
人

間
の
「
力
」
こ
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
防

ぐ
1
1
と
か
出
剌
る
。
わ
が
郷
土
を
流
れ

る
真
名
川
水
系
で
は
、
上
流
に
ダ
ム
を

作
っ
た
こ
と
に
ょ
っ
て
、
突
然
的
な
風

水
害
を
防
ぎ
、
炎
暑
の
水
が
れ
を
も
十

分
予
防
で
き
た
。
い
ま
郷
土
大
野
は
言

う
に
及
ば
ず
、
福
井
県
民
自
身
が
望
ん

で
い
る
奥
越
電
源
開
発
間
題
も
こ
う
い

う
季
節
に
な
れ
ば
ひ
と
し
お
そ
の
必
要

性
を
痛
感
す
る
。
こ
の
際
明
朗
で
建
設

的
な
早
期
解
決
を
渇
望
し
て
や
ま
な
い

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
▼
そ
5
こ
ベ
ノ
し
て
い

る
間
に
村
に
は
あ
ち
こ
ち
に
秋
祭
り
の

大
鼓
が
鳴
り
出
す
。
暑
熱
い
ま
だ
去
り

や
ら
ぬ
季
節
に
つ
き
も
の
の
、
食
中
毒

伝
染
病
な
ど
の
発
生
が
出
ぬ
と
も
限

ら
な
い
。
台
μ
か
ら
の
コ
レ
ラ
事
件
の

恐
怖
は
、
一
億
数
千
余
円
の
バ
ナ
ナ
を

捨
て
て
も
な
お
去
ら
な
い
こ
と
を
思
う

に
つ
け
、
日
噸
の
健
康
衛
生
方
面
に
も

十
分
気
を
配
っ
て
、
こ
の
収
穫
の
秋
を

迎
え
た
い
も
の
だ
。
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庁舎泉水に
ヒゴイ30尾

　

7月5日、清水上の広瀬昭騎さん

（35）から庁舎完成記念として、時価

4千円以上もするとトわれる先公2曜

とヒゴイ28白洲贈舵tし、斤舎旧広場

の坦水こちざやかたと汗をひらめか

せ、琵仁≒卜々八I京感をさぞい、人

ン沢イんでトます。

恵まれぬ人にと100万円心
松田大吉さん（東。）から市内福祉施設へ

7月川出こ上陥明出原の限田人パ、さん

（78）から、市内の福祉胞没の娯や設備

に。役立ててほしトと、100、Jj円を石田

伊士郎弁護士夕通じて市の陥祉事惑所

へ委託されまし七。

　

松田さんはB柚貼こレ八し、東京部

板噴区大谷町で建築業をしておられま

したが、現在病床に’八ヽたきりで、大

野市へ帰ることができないため、せめ

て乱の庫な方（7）ためにと、和光沿｜へ50

万円、大野荘へ30巧円、日の出善隣鮑

へ20j円とそれそ’れりられたものです

和光園ではさっそく娯楽才を新築して

テレビ、碁盤、将棋盤などを購入し、

施設乃方々に楽しんでもらおうと、j

下大急ぎで工事が進められています。

　

また大野荘では、16ミリ映写機と暗

幕を買い、日の出善隣館でも8ミリ撮

影機と映写機、その他遊び道具などを

買お5とそれそ・れたのしい計画が立て

られています’。

中元資金の貸し付け

　

市内中小介業者の巾元資金（資金ぐ

り）として、巾ぱにOCO力円を大野削金

・福銀・北銀にそれそれ預託し、庖の

方法で貸し付けトたします。ご而望の

方は早めに巾し込んでくださレ。

　

貸し付け方法

預託額大野信用金庫400万円。福井銀

　　　　

行400巧円。北陛銀行200万円

対象市円中’1ヽ企業者

限度額20万円期間90日間

利率日歩2銭4厦

申し込み先預託した各銀行

　

なおくわしいことは市の商：Iこ課へ問

い合わせてください。

六呂師高原に観光．ハウス

鉄筋で、近く完成

　

県では六涼背高いこ工費137万円で

託雅介と什磐噺ジカ・tごこ鉄ヤコンクリ

ート岬ぐ上の観光ハウスの建設を急tヽ

で才y）、とし完成します、

　

ハッダこ、丁づ付けベトこのスキーリフ

ト終押、の九卜に建心されるもので、建

坪は58．32平方。・－トノレ。一階が休憩

所と便所、屋上が盛望プとなってレま

す。

　

県ではさらに工霞2T700万川で、三

角山のふもとか≒良昭ブに通ずる長さ

1千940メート。八帽6／－ドレの几光

詣

ます。

　

全工事が完了すれば血目一新して大

野盆地を一礼こおさめ√卜ばっっじ、

夏は避暑に。、㈹いヽイキング、y、はス

キーと、絶好の観光地として各地から

脚光を浴びることでしょう。（写作は

建設中の観光ハウス）

お難難磨

毎月18日行政苦情相談日

　

国の行政についての苦情や意見をき

いたり、相談したりする行政苦帖キ目談

瞬を、毎月18日に市役所の厚生遡で開

きます。役所の仕事についてなら何で

も結構ですから、苦情なり不服なりを

どしどしご相談ください。

九州－周観光旅行

　

締め切りは8月31日

　

県遺族連台会では、設立15周年を記

念して、次のよう；こ8詑9日間の九州一

喝観光旅行をおこないます。参加ご希

望の方は、8月31日までに市の福祉事

務所までお申し込みください。

旅行期日10月20～28日

主な行き先博多、大宰府、長崎、雲

　　　　　　

仙、熊本、阿蘇、鹿児島、

　　　　　　

宮崎、指宿、桜島。霧島、

　　　　　　

日南海岸、青島。別府、瀬

　　　　　　

㎜｜●●

　　　　　　

J・1内海

余費22．600円（ただし申し込み

　　　　

のとき2．000円を前納）

申し込八期限8月31日

ヘリコプター農薬散布、順調におわる

伸びゆく日本産業と

　

防衛大博覧会

9月23日から11月6日まで小松市で

　

きわめて晦効的な孝砲会ですから、

こいぐ抽琵へお出かけの節はぜひー－変ご

にくださいっ前売存（抽せん券け）は

大野市商［課；こあnますからご利用く

ださい。

アホナコ＝，チャ／

あほなこっちや／

　　　　　

猛暑

ショートパンツで出ることにし

ますーゆ5れい一

かならず受けましよう

　

成人病検診

　

成人・鴇・yぐ£くするため次の日鯛で血

圧吟診をおこないますから、35才以上

の刀はもれなく受珍してください。な

お手数料ぱ20円です。

　　　　

検診日程

8月10日13．30～15．30松丸分校

　

13日9．30～11．30下庄小学校下

　　

・・13．3G～15．30城東会館

　

17日9．30～！1．30中保分校

　

／713．30～15．30庄昧分校

　

20日9．30～11．30小山公民館

　

”13．30～15．30上庄小学校下

　

21日J3．30～15．30五条方分校

　

22日13．30～15．30小山公民館

　

23日13．30～15．30む分校

　

24日9．30～11．30木ノ本分校

　

・・13．30～15．30宝慶寺分校

27日9．30～15．30T大野保健所

　　　　　　　　　

卵校下）

28日13．30～15．30・y・・y

29日13．30～15．30・づ西校下）

30日13．30～15．30三和会館

31日13．30～15．30乾側公民館

問接撮影実施
8月6日9．00～15．30下庄出張所

　　　

（中荒井、下中野、新町）

　

9日9．30～11．30堂島中桐孫

　　　

兵工宅（堂島、金山、小黒見）

　

9日13．00～14．30柿ヶ島神杜

　　　

（柿ヶ島）

　

13日9．30～11．30六呂師小学校

　　　

前（（剥六呂師）

　

13日13．00～15．30阪谷小学校前

　　　

（大月、八町、伏石、蓑1、御

　　　

励、橋爪）

　

14日9．00～11．30松丸分校前

　　　

（松丸、萩y野、花回、下動堂

　　　

森本、石谷）

　

14日13．00～15．30八蒲池道場

　　　

（ぴ蒲池、東中）

　

20日9．00～16．00保健所（ス番

　　　

上、三番上、四番上、昭和、篠

　　　

座下、泗水1ニ1）

　

27日9．30～口．30五条方分院

　　　

（上、下五条方、今井、佐開）

　

27日13．00～14．30鍬掛（鍬掛、

　　　

飯降）

　

30日9．30～11．00屹側小学校

　　　

（乾側全域）

　

30日13．00～15．30城東会館【曙

　　　

新栄町、中挟、中荒井】、2区）

会と催し
乙水上安全講習会9～13日9～4．30

　

大高ブール

△少年野球大会11～12日8．30

　

有中

△市民登山の日14日

△大野市ソフトポール大会15ヽ16

　

8．30打中

こ海外派，吉青年井部心之君激励会

　

17日3．00市役所大気議案

△青年団ソフトボー声大会19日

　

8．30上リシjヽ

ら16S7y1写技術講司会22～23日

　

8．30有終迦小

ッ’（第14同県民体育大会25～27日

　

敦賀府

Λ青少年守刈恋賞会26日8．30大割

Λ新生活運動推進回議会28日2．00

　

第1会議室

大
野
市
に
工
業
高
校
を
！

　

市
民
の
願
い
結
集
し
運
動
展
開

　

昨
年
梱
、
大
野
市
に
工
業
高

校
を
ぜ
ひ
ほ
し
い
と
い
う
切
実

な
叫
び
が
、
P
T
A
連
合
会
を

中
心
と
し
て
市
民
の
間
に
お
こ

り
、
さ
っ
そ
く
大
野
市
長
を
会

長
と
す
る
「
大
野
工
業
高
抑
設

立
期
成
同
閣
会
」
が
々
置
さ
れ

た
が
、
見
通
し
は
必
ず
し
も
明

る
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
県
の

計
画
に
よ
る
五
つ
の
工
業
高
校

の
内
、
す
で
に
福
井
・
武
生
・
敦

賀
の
三
工
業
高
校
は
開
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
残
り
二
校
は
未
定

と
な
っ
て
お
り
、
坂
井
郡
と
大

野
市
が
そ
の
新
設
を
強
く
要
望

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
昭
和
四

十
年
は
降
に
大
野
市
に
設
置
し

た
い
と
い
う
意
向
で
あ
り
ま
す

が
、
高
校
進
学
希
曜
者
の
激
○

に
伴
い
、
早
忽
に
解
決
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。

①
過
去
三
年
間
の
大
野
郡
市

の
高
校
進
学
者
総
数
は
I
、
八

三
八
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
約
六
割
の
、
三
七
名

は
大
野
高
校
に
、
約
四
割
の
七

〇
一
名
は
勝
山
、
福
井
市
等
の

学
校
に
通
学
し
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
大
野
高
校
の
収
容
能
力

が
少
い
た
め
、
ス
実
業
教
育
課

程
が
貧
弱
な
た
め
に
遠
く
の
学

校
に
通
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
現

状
で
あ
り
、
父
兄
の
負
担
・
生

徒
の
疲
労
は
甚
だ
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

②
将
来
に
お
け
る
高
校
進
学

希
望
者
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
の
影
響
を
受
け
て
、
昭
和

三
十
八
年
度
か
ら
三
ヵ
年
は
急

増
ト
た
し
ま
す
。
昭
和
三
十
九

年
度
に
は
進
学
希
望
者
は
平
年

の
約
二
倍
の
扶
一
五
〇
名
程

変
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
大
野

高
校
は
か
ろ
う
じ
て
そ
の
1
数

を
収
容
し
得
る
の
み
で
、
残
余

は
他
の
学
校
に
通
学
せ
ざ
る
を

得
な
い
‘
こ
と
と
な
り
、
前
途
は

ま
こ
と
に
暗
た
ん
と
し
て
い
ま

す
。

　

進
展
す
る
経
済
界
は
産
業
教

育
を
受
け
た
卒
業
生
を
望
ん
で

お
り
、
普
通
課
程
の
ほ
か
に
工

業
課
程
の
高
校
が
ぜ
ひ
共
必
要

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
県
下
七
市

の
う
ち
で
、
高
等
学
校
が
一
つ

し
か
な
い
の
は
鯖
江
市
と
大
野

市
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
後
宝

市
民
の
力
を
結
集
し
て
強
力
な

運
動
が
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

爾攻防亜
福
祉
年
金
の
併
給
に
つ
い
て

問
恩
給
な
ど
の
公

的
年
金
を
う
・
け
て
ト

る
人
に
も
、
福
祉
年

金
が
供
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
そ
う
で
す

が
、
ど
の
程
度
の
額

の
年
公
ま
で
併
給
が

な
ち
ら
・
h
る
刀
．
で
し

よ
つ
か
。
ま
た
思
給
が
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
な
っ
て
も
福
祉
年
金

が
併
給
さ
れ
る
場
合
か
お
り
ま

す
か
。

答
今
度
の
法
改
正
で
次
の
よ

う
に
9
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
厚
生
年
金

や
ぱ
通
巴
給
な
ど
の
公
的
年
金

に
つ
い
て
は
。
、
そ
の
額
が
二
万

四
千
円
刹
満
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
三
力
四
斤
円
と
そ
の
公
的

年
金
の
額
と
の
差
額
を
、
ま
た

軍
八
な
ど
の
ぺ
一
務
扶
助
料
や
増

加
巴
給
、
遺
族
な
ど
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
な
ど
戦
争
関
係

の
公
務
上
の
理
由
に
ょ
る
公
的

年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が

七
万
円
和
漢
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
七
万
円
と
そ
の
公
的
年
金

と
の
・
差
額
を
福
祉
年
金
の
額
の

限
波
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
ヤ
給
の
ペ
ー
ス
ア
ソ
ブ

に
っ
い
て
は
、
例
を
参
勺
福
祉

年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
父
親

が
、
戦
北
し
た
G
i
l
r
4
－
（
兵
と
し

ま
す
）
の
八
一
務
扶
助
料
を
受
け

て
い
・
心
場
合
に
と
り
ま
す
と
、

公
務
扶
助
料
の
額
は
こ
と
し
の

十
月
か
ら
は
六
万
二
千
八
百
十

円
に
、
明
年
の
ト
月
か
ら
は
七

万
二
千
四
百
二
十
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
y
I
と
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
明
年
の
九
月
ま

で
は
七
千
百
九
十
円
の
福
祉
年

金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

次
に
明
年
の
十
月
以
降
に
お

き
ま
し
て
も
、
例
え
ば
夫
婦
が

共
に
先
順
位
者
と
し
て
公
務
扶

助
料
を
5
け
る
場
合
は
、
右
の

七
万
二
千
四
百
二
十
円
に
扶
養

加
給
の
四
千
八
百
円
を
加
え
た

額
の
半
分
が
各
一
人
9
の
年
金

額
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で

こ
の
よ
う
な
場
合
は
福
祉
年
金

が
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
る
わ

け
で
す
。

　

こ
の
併
給
措
置
は
恩
給
の
ペ

ー
ス
ア
ッ
プ
と
同
じ
く
こ
と
し

の
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
受
給
I

者
本
人
の
受
け
る
公
的
年
金
に

っ
に
’
で
こ
の
よ
う
に
支
給
制
限

が
緩
和
さ
わ
る
こ
と
の
均
衡
上

受
給
権
者
の
配
偶
者
が
公
的
年

金
を
う
け
て
上
‥
い
る
こ
I
乙
に
ょ
る

支
給
制
限
も
、
併
給
措
置
と
時

を
同
じ
く
し
て
禍
躍
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
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